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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　紙幣を搬送する搬送ローラと、
　前記紙幣の搬送面を形成する搬送ガイドと、
　前記紙幣に関するデータを検出するセンサと、
　前記データの検出時における前記紙幣の搬送面を形成するガラスおよび当該ガラスの周
囲を覆った樹脂部材を有するガラス一体樹脂成型部と、を備え、
　前記ガラス一体樹脂成型部が有する樹脂部材と前記搬送ガイドとは一体に成型され、
　前記ガラス一体樹脂成型部が有する樹脂部材と前記搬送ガイドとの接合部は、前記ガラ
ス一体樹脂成型部が有する樹脂部材と前記搬送ガイドとが嵌合する構造を有する、
　紙幣鑑別装置。
【請求項２】
　前記ガラス一体樹脂成型部が有する樹脂部材と前記ガラスとの接合部は、前記ガラス一
体樹脂成型部が有する樹脂部材と前記ガラスとが嵌合する構造を有する、
　請求項１に記載の紙幣鑑別装置。
【請求項３】
　紙幣を搬送する搬送ローラと、
　前記紙幣の搬送面を形成する搬送ガイドと、
　前記紙幣に関するデータを検出するセンサと、
　前記データの検出時における前記紙幣の搬送面を形成するガラスおよび当該ガラスの周
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囲を覆った樹脂部材を有するガラス一体樹脂成型部と、を備え、
　前記ガラス一体樹脂成型部が有する樹脂部材と前記搬送ガイドとは一体に成型され、
　前記ガラス一体樹脂成型部が有する樹脂部材と前記ガラスとの接合部は、前記ガラス一
体樹脂成型部が有する樹脂部材と前記ガラスとが嵌合する構造を有する、
　紙幣鑑別装置。
【請求項４】
　前記ガラス一体樹脂成型部が有する樹脂部材と前記搬送ガイドとは、平らな搬送面を形
成する、
　請求項１～３のいずれか一項に記載の紙幣鑑別装置。
【請求項５】
　紙幣を搬送する搬送ローラと、
　前記紙幣の搬送面を形成する搬送ガイドと、
　前記紙幣に関するデータを検出するセンサと、
　前記データの検出時における前記紙幣の搬送面を形成するガラスおよび当該ガラスの周
囲を覆った樹脂部材を有するガラス一体樹脂成型部と、を備え、
　前記ガラス一体樹脂成型部が有する樹脂部材と前記搬送ガイドとは一体に成型され、
　前記ガラスの端部に白基準テープが接着され、前記白基準テープを覆う保持部を備える
、
　紙幣鑑別装置。
【請求項６】
　前記ガラスは、紙幣への照射光および紙幣からの反射光を透過する光学ガラスを含み、
前記センサは、前記光学ガラスによって透過された前記反射光を検出する反射センサを含
む、
　請求項２または３に記載の紙幣鑑別装置。
【請求項７】
　前記ガラスは、前記紙幣を透過した透過光を透過する光学ガラスを含み、前記センサは
、前記光学ガラスによって透過された前記透過光を検出する透過センサを含む、
　請求項２または３に記載の紙幣鑑別装置。
【請求項８】
　紙幣を搬送する搬送ローラと、
　前記紙幣の搬送面を形成する搬送ガイドと、
　前記紙幣に関するデータを検出するセンサと、
　前記データの検出時における前記紙幣の搬送面を形成するガラスおよび当該ガラスの周
囲を覆った樹脂部材を有するガラス一体樹脂成型部と、
　前記紙幣の磁気情報を検出する磁気センサと、
　を備え、
　前記搬送ガイドは、前記ガラス一体樹脂成型部が有する樹脂部材と一体に成型され、さ
らに、前記磁気情報の検出時における前記紙幣の搬送面を形成する樹脂部材を有し、前記
紙幣の搬送面を形成する樹脂部材と一体に成型される、
　紙幣鑑別装置。
【請求項９】
　前記紙幣の搬送面を形成する樹脂部材は、前記搬送ガイドの厚みよりも薄く形成される
、
　請求項８に記載の紙幣鑑別装置。
 
 
 
 
 
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、紙幣鑑別装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、金融機関などに設置される紙幣の入出金処理を顧客操作により自動的に行う現金
預払機や、紙幣の金種分類や汚損判別による正常損傷分類を自動的に行う現金処理機など
に設けられる紙幣鑑別装置が開示されている（例えば、特許文献１参照）。かかる紙幣鑑
別装置においては、紙幣を搬送しながら紙幣の金種や、汚損状態、真偽などを判定するた
めのセンサとして、紙幣からの反射光を反射画像として検出する反射センサや、紙幣によ
って透過された透過光を透過画像として検出する透過センサ、紙幣の磁気特性を検出する
磁気センサ、紙幣の厚みを検出する厚みセンサなどが使用されている。
【０００３】
　これらのセンサは、例えば、搬送される紙幣の両側（例えば、上部ユニット側と下部ユ
ニット側）に対向して設けられる。さらに、これらのセンサは、搬送される紙幣の流れを
阻害しないようにするため、突起や段差なく設けられているのがよい。さらに、反射セン
サや透過センサは、光学的に透明であり、かつ、削れに強い搬送面を有しているのがよく
、反射センサや透過センサの搬送面として光学ガラスが使用されるのが好適である。例え
ば、このような突起や段差のない平滑な搬送構造も開示されている（例えば、特許文献２
参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平０９－２４５２１７号公報
【特許文献２】特開２０１０－２１４５８９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、かかる技術においては、突起や段差なくセンサを設けるために、入れ子
形状にそれぞれのセンサの搬送面をつなぐ必要がある。そのため、例えば、搬送ローラの
配置や、ローラ間隔、センサ配置のために制約が生じ、入れ子部分を密に構成できなくな
ってしまった場合などには、搬送される紙幣の端部が入れ子部分に衝突して入れ子部分に
引っかかってしまうという問題があった。
【０００６】
　そこで、本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、本発明の目的とするところ
は、紙幣の搬送性能を向上させることが可能な紙幣鑑別装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記問題を解決するために、本発明のある観点によれば、紙幣を搬送する搬送ローラと
、前記紙幣の搬送面を形成する搬送ガイドと、前記紙幣に関するデータを検出するセンサ
と、前記データの検出時における前記紙幣の搬送面を形成するガラスおよび当該ガラスの
周囲を覆った樹脂部材を有するガラス一体樹脂成型部と、を備え、前記ガラス一体樹脂成
型部が有する樹脂部材と前記搬送ガイドとは一体に成型される、紙幣鑑別装置が提供され
る。
【０００８】
　前記ガラス一体樹脂成型部が有する樹脂部材と前記搬送ガイドとは、平らな搬送面を形
成してもよい。
【０００９】
　前記ガラス一体樹脂成型部が有する樹脂部材と前記搬送ガイドとの接合部は、前記ガラ
ス一体樹脂成型部が有する樹脂部材と前記搬送ガイドとが嵌合する構造を有してもよい。
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【００１０】
　前記ガラス一体樹脂成型部が有する樹脂部材と前記ガラスとの接合部は、前記ガラス一
体樹脂成型部が有する樹脂部材と前記ガラスとが嵌合する構造を有してもよい。
【００１１】
　前記ガラスの端部に白基準テープが接着され、前記センサは、前記白基準テープを覆う
保持部を備えてもよい。
【００１２】
　前記ガラスは、紙幣への照射光および紙幣からの反射光を透過する光学ガラスを含み、
前記センサは、前記光学ガラスによって透過された前記反射光を検出する反射センサを含
んでもよい。
【００１３】
　前記ガラスは、前記紙幣を透過した透過光を透過する光学ガラスを含み、前記センサは
、前記光学ガラスによって透過された前記透過光を検出する透過センサを含んでもよい。
【００１４】
　前記紙幣鑑別装置は、前記紙幣の磁気情報を検出する磁気センサを含み、前記磁気セン
サは、前記磁気情報の検出時における前記紙幣の搬送面を形成する樹脂部材を有し、前記
紙幣の搬送面を形成する樹脂部材と前記搬送ガイドとは一体に成型されてもよい。
【００１５】
　前記紙幣の搬送面を形成する樹脂部材は、前記搬送ガイドの厚みよりも薄く形成されて
もよい。
【発明の効果】
【００１６】
　以上説明したように本発明によれば、紙幣の搬送性能を向上させることが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】第１の実施形態に係る現金預払機の外観を示す斜視図である。
【図２】第１の実施形態に係る紙幣入出金機の構成例を示す図である。
【図３】一般的な紙幣鑑別装置の側面から見た内部構成例を示す図である。
【図４】下部ユニットを図３の矢視方向Ａに見た搬送面の例を示す図である。
【図５】第１の実施形態に係る紙幣鑑別装置の側面から見た内部構成例を示す図である。
【図６】下部ユニットを図５の矢視方向Ｂに見た搬送面の例を示す図である。
【図７】第１の実施形態に係るガラス一体樹脂成型部の構成例を示す図である。
【図８】第２の実施形態に係るガラス一体樹脂成型部の構成例を示す図である。
【図９】第３の実施形態に係るガラス一体樹脂成型部の構成例を示す図である。
【図１０】第４の実施形態に係る磁気センサの搬送面の例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書および図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素について
は、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００１９】
　また、本明細書および図面において、実質的に同一の機能構成を有する複数の構成要素
を、同一の符号の後に異なるアルファベットまたは数字を付して区別する場合もある。た
だし、実質的に同一の機能構成を有する複数の構成要素の各々を特に区別する必要がない
場合、同一符号のみを付する。
【００２０】
［第１の実施形態の説明］
　まず、本発明の第１の実施形態について説明する。図１は、第１の実施形態に係る現金
預払機１の外観を示す斜視図である。図１に示すように、第１の実施形態に係る現金預払
機１は、一例として、筐体２と、ディスプレイ３と、入出金口４と、カード挿入返却口５
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と、通帳挿入返却口６とを備えている。なお、以下の説明においては、現金預払機１に各
機構部が収納されている例を示すが、現金預払機１の代わりに他の端末（例えば、現金処
理機など）に各機構部が収納されていてもよい。
【００２１】
　筐体２には、カードリーダプリンタ、紙幣入出金機、紙幣鑑別装置、金種別収納庫、一
時保留部、リジェクト庫などの各機構部が収納されている。ディスプレイ３は、表示画面
に直接触れて操作できる入力手段としてのタッチセンサと、操作箇所などを表示する表示
手段とを兼ねている。図１に示すように、ディスプレイ３は筐体２の正面上部に設けられ
てもよいが、ディスプレイ３が設けられる位置は特に限定されない。
【００２２】
　図２は、第１の実施形態に係る紙幣入出金機５０の構成例を示す図である。入出金口４
から投入された紙幣は、紙幣入出金機５０の接客口１０１に収められる。なお、紙幣入出
金機５０は、顧客が紙幣を入金もしくは出金するための接客口１０１と、入金もしくは出
金すべき紙幣が適切であるか否かを鑑別する紙幣鑑別装置１０２と、入金された紙幣を保
留する一時保留部１０３とを備える。
【００２３】
　また、紙幣入出金機５０は、入金された紙幣や出金用紙幣を収納する金種別収納庫１０
４、１０５、１０６と、不適切であると鑑別された紙幣を収納するリジェクト収納庫１０
７とを備える。さらに、紙幣入出金機５０は、出金用紙幣を金種別収納庫１０４、１０５
、１０６へ補充または金種別収納庫１０４、１０５、１０６から出金用紙幣を回収するた
めの補充回収カセット１０８を備える。また、紙幣入出金機５０には、これら各部へ紙幣
を搬送する搬送部Ｈ１、Ｈ２、Ｈ３、Ｈ４、Ｈ５が備わっている。なお、紙幣入出金機５
０には、この他に紙幣の搬送を制御するための各種の機構が設けられているが、ここでは
説明の簡略化のため、図示を省略している。
【００２４】
　ここで、本実施形態に係る技術と一般的な技術との相違を明確にするため、一般的な紙
幣鑑別装置１０２Ｘについて説明する。図３は、一般的な紙幣鑑別装置１０２Ｘの側面か
ら見た内部構成例を示す図である。また、図４は、下部ユニット２０１を図３の矢視方向
Ａに見た搬送面の例を示す図である。図３に示したように、紙幣鑑別装置１０２Ｘは、上
部ユニット２００と下部ユニット２０１との間に搬送路２５１を有している。
【００２５】
　紙幣鑑別装置１０２Ｘは、上部ユニット２００の反射センサ２１０において搬送路２５
１を通過する紙幣への照射光および当該紙幣からの反射光を透過する光学ガラス２１０ｇ
を有している。光学ガラス２１０ｇの搬送面と平滑な面を構成する樹脂搬送部２１０ｍは
、上部ユニット２００の搬送ガイド２１７に嵌合する。また、紙幣鑑別装置１０２Ｘは、
下部ユニット２０１の反射センサ２１１において搬送路２５１を通過する紙幣への照射光
および当該紙幣からの反射光を透過する光学ガラス２１１ｇを有している。光学ガラス２
１１ｇの搬送面と平滑な面を構成する樹脂搬送部２１１ｍは、下部ユニット２０１の搬送
ガイド２１８に嵌合する。
【００２６】
　図４に示すように、樹脂搬送部２１１ｍは、イ部およびロ部のような入れ子形状を有し
ており、下部ユニット２０１の搬送面と櫛歯様をなす。かかる構成によって、搬送路２５
１を通過する紙幣２５０が下部ユニット２０１の搬送面と反射センサ２１１との境目に入
り込むことを妨げることが可能となっている。樹脂搬送部２１０ｍも同様な入れ子形状を
有しており、上部ユニット２００の搬送面と櫛歯様をなす。かかる構成によって、搬送路
２５１を通過する紙幣２５０が上部ユニット２００の搬送面と反射センサ２１０との境目
に入り込むことを妨げることが可能となっている。
【００２７】
　さらに、紙幣鑑別装置１０２Ｘは、上部ユニット２００の透過センサ発光部２１２にお
いて搬送路２５１を通過する紙幣への照射光を透過する光学ガラス２１２ｇを有している
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。光学ガラス２１２ｇの搬送面と平滑な面を構成する樹脂搬送部２１２ｍは、上部ユニッ
ト２００の搬送ガイド２１７に嵌合する。照射光は、透過センサ発光部２１２によって照
射される。また、紙幣鑑別装置１０２Ｘは、下部ユニット２０１の透過センサ受光部２１
３において搬送路２５１を通過する紙幣によって透過された透過光を透過する光学ガラス
２１３ｇを有している。光学ガラス２１３ｇの搬送面と平滑な面を構成する樹脂搬送部２
１３ｍは、下部ユニット２０１の搬送ガイド２１８に嵌合する。
【００２８】
　樹脂搬送部２１２ｍも同様な入れ子形状を有しており、上部ユニット２００の搬送面と
櫛歯様をなす。かかる構成によって、搬送路２５１を通過する紙幣２５０が上部ユニット
２００の搬送面と透過センサ発光部２１２との境目に入り込むことを妨げることが可能と
なっている。図４に示すように、樹脂搬送部２１３ｍは、ハ部およびニ部のような入れ子
形状を有しており、下部ユニット２０１の搬送面と櫛歯様をなす。かかる構成によって、
搬送路２５１を通過する紙幣２５０が下部ユニット２０１の搬送面と透過センサ受光部２
１３との境目に入り込むことを妨げることが可能となっている。
【００２９】
　さらに、紙幣鑑別装置１０２Ｘは、搬送路を通過する紙幣の磁気特性を検出する磁気セ
ンサ２１４を下部ユニット２０１に有している。磁気センサ２１４は、樹脂搬送部２１４
ｍと平滑な面を構成する金属製カバー２１４ｐ（例えば、０．２ｍｍ程度の非磁性薄板）
によって覆われている。樹脂搬送部２１４ｍは、下部ユニット２０１の搬送ガイド２１８
に嵌合する。図４に示すように、樹脂搬送部２１４ｍは、ホ部のような入れ子形状を有し
ており、下部ユニット２０１の搬送面と櫛歯様をなす。かかる構成によって、搬送路２５
１を通過する紙幣２５０が下部ユニット２０１の搬送面と磁気センサ２１４との境目に入
り込むことを妨げることが可能となっている。
【００３０】
　以上に説明したような一般的な紙幣鑑別装置１０２Ｘにおいては、入れ子形状にそれぞ
れのセンサの搬送面をつなぐ必要がある。そのため、例えば、搬送ローラの配置や、ロー
ラ間隔、センサ配置のために制約が生じ、入れ子部分を密に構成できなくなってしまった
場合などには、搬送される紙幣２５０の端部が入れ子部分に衝突して入れ子部分に引っか
かってしまうという問題があった。そこで、本明細書においては、紙幣２５０の搬送面を
途切れのない一体で平滑な面にて構成し、入れ子形状を不要とすることによって紙幣２５
０の搬送性能を向上させることが可能な紙幣鑑別装置１０２を提案する。
【００３１】
　図５は、第１の実施形態に係る紙幣鑑別装置１０２の側面から見た内部構成例を示す図
である。図６は、下部ユニット２０１ａを図５の矢視方向Ｂに見た搬送面の例を示す図で
ある。図５に示すように、紙幣鑑別装置１０２は、上部ユニット２００ａと下部ユニット
２００ｂとの間に搬送路２５１を有している。搬送ローラ２０３は、シャフト２０３ａに
対して回動可能に上部ユニット２００ａに取り付けられている。また、搬送ローラ２０５
は、シャフト２０５ａに対して回動可能に上部ユニット２００ａに取り付けられている。
【００３２】
　搬送路２５１を挟んで搬送ローラ２０３に対向する搬送ローラ２０４は、シャフト２０
４ａに対して回動可能に下部ユニット２０１ａに取り付けられている。また、搬送路２５
１を挟んで搬送ローラ２０５に対向する搬送ローラ２０６は、シャフト２０６ａに対して
回動可能に下部ユニット２０１ａに取り付けられている。搬送ローラ２０３、搬送ローラ
２０４、搬送ローラ２０５および搬送ローラ２０６は、搬送路２５１を通過する紙幣２５
０を搬送する。
【００３３】
　厚み検出ローラ２１５は、ローラ支持ブラケット２１５ａに回動可能に支持され、ロー
ラ支持ブラケット２１５ａは、シャフト２１５ｂに回動可能に支持され、上部ユニット２
００ａに固定されたブラケット２１５ｃに取り付けられている。搬送路２５１を挟んで厚
み検出ローラ２１５に対向するローラ２０２は、シャフト２０２ａを有しており、下部ユ
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ニット２０１ａに取り付けられている。
【００３４】
　上部ユニット２００ａは紙幣２５０の搬送面を形成する搬送ガイド２１７ａを有し、下
部ユニット２０１ａは紙幣２５０の搬送面を形成する搬送ガイド２１８ａを有している。
搬送ガイド２１７ａおよび搬送ガイド２１８ａのうち少なくとも何れか一方には、紙幣２
５０に関するデータを検出するセンサが設けられる。センサによって検出されたデータは
、紙幣２５０の金種や、汚損状態、真偽などを判定するために用いられ得る。
【００３５】
　図５に示した例を参照すると、搬送ガイド２１７ａには、反射センサ２１０および透過
センサ発光部２１２が設けられている。また、搬送ガイド２１８ａには、反射センサ２１
１、透過センサ受光部２１３および磁気センサ２１４が設けられている。ローラ２０７は
、磁気センサ２１４とわずかな隙間を空けて対向するようにシャフト２０７ａに取り付け
られており、下部ユニット２０１ａに回動可能に取り付けられている。
【００３６】
　反射センサ２１０は、搬送路２５１を通過する紙幣２５０に光を照射し、紙幣２５０に
よって反射された光を紙幣に関するデータとして検出する。反射センサ２１０は、データ
検出時における紙幣２５０の搬送面を形成するガラスおよびガラスの周囲を覆った樹脂部
材２１０ｎを有するガラス一体樹脂成型部を備える。図５に示すように、ガラスが光学ガ
ラス２１０ｇによって構成される場合、光学ガラス２１０ｇは、紙幣２５０への照射光お
よび紙幣２５０からの反射光を透過する。そのとき、反射センサ２１０は、光学ガラス２
１０ｇによって透過された反射光を検出する。より詳細には、反射センサ２１０は、光学
ガラス２１０ｇによって透過された照射光が紙幣２５０に到達して反射した場合、光学ガ
ラス２１０ｇによって透過された紙幣２５０からの反射光を検出する。ガラス一体樹脂成
型部が有する樹脂部材２１０ｎと搬送ガイド２１７ａとは一体に成型される。また、ガラ
ス一体樹脂成型部が有する樹脂部材２１０ｎと搬送ガイド２１７ａとは、平らな搬送面を
形成する。
【００３７】
　反射センサ２１１は、搬送路２５１を通過する紙幣２５０に光を照射し、紙幣２５０に
よって反射された光を紙幣に関するデータとして検出する。反射センサ２１０は、データ
検出時における紙幣２５０の搬送面を形成するガラスおよびガラスの周囲を覆った樹脂部
材２１１ｎを有するガラス一体樹脂成型部を備える。図５に示すように、ガラスが光学ガ
ラス２１１ｇによって構成される場合、光学ガラス２１１ｇは、紙幣２５０への照射光お
よび紙幣２５０からの反射光を透過する。そのとき、反射センサ２１１は、光学ガラス２
１１ｇによって透過された反射光を検出する。より詳細には、反射センサ２１１は、光学
ガラス２１１ｇによって透過された照射光が紙幣２５０に到達して反射した場合、光学ガ
ラス２１１ｇによって透過された紙幣２５０からの反射光を検出する。ガラス一体樹脂成
型部が有する樹脂部材２１１ｎと搬送ガイド２１８ａとは一体に成型される。また、ガラ
ス一体樹脂成型部が有する樹脂部材２１１ｎと搬送ガイド２１８ａとは、平らな搬送面を
形成する。
【００３８】
　透過センサ発光部２１２は、搬送路２５１を通過する紙幣２５０に光を照射し、透過セ
ンサ受光部２１３は、紙幣２５０によって透過された光を紙幣に関するデータとして検出
する。図５に示すように、ガラスが光学ガラス２１２ｇによって構成される場合、光学ガ
ラス２１２ｇは、紙幣２５０への照射光を透過する。透過センサ発光部２１２は、データ
検出時における紙幣２５０の搬送面を形成するガラスおよびガラスの周囲を覆った樹脂部
材２１２ｎを有するガラス一体樹脂成型部を備える。ガラス一体樹脂成型部が有する樹脂
部材２１２ｎと搬送ガイド２１７ａとは一体に成型される。また、ガラス一体樹脂成型部
が有する樹脂部材２１２ｎと搬送ガイド２１７ａとは、平らな搬送面を形成する。
【００３９】
　透過センサ受光部２１３は、データ検出時における紙幣２５０の搬送面を形成するガラ
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スおよびガラスの周囲を覆った樹脂部材２１３ｎを有するガラス一体樹脂成型部を備える
。図５に示すように、ガラスが光学ガラス２１３ｇによって構成される場合、光学ガラス
２１３ｇは、紙幣２５０からの透過光を透過する。そのとき、透過センサ受光部２１３は
、光学ガラス２１３ｇによって透過された透過光を検出する。より詳細には、透過センサ
受光部２１３は、光学ガラス２１２ｇによって透過された透過センサ発光部２１２からの
照射光が紙幣２５０および光学ガラス２１３ｇを透過した場合、その透過光を検出する。
ガラス一体樹脂成型部が有する樹脂部材２１３ｎと搬送ガイド２１８ａとは一体に成型さ
れる。また、ガラス一体樹脂成型部が有する樹脂部材２１３ｎと搬送ガイド２１８ａとは
、平らな搬送面を形成する。
【００４０】
　磁気センサ２１４は、搬送路２５１を通過する紙幣２５０の磁気情報を紙幣に関するデ
ータとして検出する。より詳細には、紙幣２５０の印刷に使用されたインクが磁性を帯び
ているため、磁気センサ２１４は、インクの磁気特性を磁気情報として検出する。磁気セ
ンサ２１４は、磁気情報の検出時における紙幣２５０の搬送面を形成する樹脂部材２１４
ｎを備える。樹脂部材２１４ｎと搬送ガイド２１８ａとは一体に成型される。また、樹脂
部材２１４ｎと搬送ガイド２１８ａとは、平らな搬送面を形成する。
【００４１】
　なお、安価でありながら耐衝撃性や耐摩耗性に優れた変性ポリフェニレンエーテルや、
ＡＢＳ樹脂、ポリカーボネートなどの樹脂を用いて搬送ガイドを製造するに際して、光学
ガラスと周囲の樹脂との一体成型を検討したところ、低温状態において形状変化の少ない
光学ガラスが周囲の樹脂の収縮により反り、割れが発生するという現象が生じ得ることが
確認された。
【００４２】
　そこで、樹脂部材２１１ｎとしては、熱による膨張率を示す線膨張係数が低く、低い圧
力でも成形金型内に充填可能な流動性の高い液晶ポリマーなどの熱可塑性樹脂材料を用い
、反射センサ２１１の光学ガラス２１１ｇと一体に成型されるのがよい。同様の理由によ
り、樹脂部材２１３ｎとしても、熱可塑性樹脂材料を用い、透過センサ受光部２１３の光
学ガラス２１３ｇと一体に成型されるのがよい。これにより、光学ガラスが樹脂の収縮に
より反り、割れが発生するという現象が生じる可能性を低減することができる。
【００４３】
　続いて、第１の実施形態に係る現金預払機１の動作について説明する。現金預払機１の
入出金口４から顧客によって投入された紙幣２５０（もしくは、紙幣入出金機５０におけ
る補充回収カセット１０８、金種別収納庫１０４、１０５、１０６から搬出された紙幣２
５０）は、各搬送路を通じて紙幣鑑別装置１０２に搬送される。続いて、紙幣鑑別装置１
０２は、図示されていない回転駆動機構によりローラ２０２、ローラ２０７、搬送ローラ
２０４および搬送ローラ２０６を回転させることで、搬送されてくる紙幣２５０を紙幣鑑
別装置１０２の搬送路内に引き込む。続いて、紙幣鑑別装置１０２は、上部ユニット２０
０ａの搬送ガイド２１７ａおよび下部ユニット２０１ａの搬送ガイド２１８ａに設けられ
た各種センサにより紙幣に関するデータを検出しつつ、紙幣２５０を送り出す。
【００４４】
　以上に説明したように、第１の実施形態においては、センサがガラス一体樹脂成型部を
備え、ガラス一体樹脂成型部が有する樹脂部材と搬送ガイドとは一体に成型される。かか
る構成によれば、紙幣の搬送性能を向上させることが可能となる。具体的に、かかる構成
によれば、搬送面において入れ子部分を持つ必要がなくなり、紙幣２５０の搬送の障害と
なる段差を解消することができ、紙幣２５０の折れくせなどが段差に引っ掛かるといった
搬送詰まりを抑制する効果を享受し得る。
【００４５】
　また、紙幣２５０を搬送する搬送路において液晶ポリマーなどの流動性の高い樹脂を搬
送ガイドの主材とするのはコスト面で不適であるため、ガラスフィラーなどの添加物を多
く混入したコスト面で有利な樹脂を搬送ガイドとすることが好適である。例えば、樹脂成
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型材料の中でも線膨張係数の低い液晶ポリマーなどの熱可塑性樹脂材料を光学ガラスの周
囲の樹脂部材として搬送ガイドと一体成型するとよい。これにより、紙幣入出金機５０の
内部の稼働環境の温度変化によって生じる搬送ガイドと光学ガラスとの線膨張係数の違い
による形状変化を緩和する効果が得られ、光学ガラスの反りや割れを防止できる。
【００４６】
　以上、本発明の第１の実施形態について説明した。
【００４７】
［第２の実施形態の説明］
　続いて、本発明の第２の実施形態について説明する。本発明の第２の実施形態は、本発
明の第１の実施形態とガラス一体樹脂成型部の構成が異なる。したがって、本発明の第２
の実施形態においては、ガラス一体樹脂成型部の構成について主に説明する。図７は、第
１の実施形態に係るガラス一体樹脂成型部の構成例を示す図である。一方、図８は、第２
の実施形態に係るガラス一体樹脂成型部の構成例を示す図である。なお、ここでは、反射
センサ２１１のガラス一体樹脂成型部について主に説明するが、センサの種類は反射セン
サ２１１に限定されない。
【００４８】
　図７を参照すると、本発明の第１の実施形態に係るガラス一体樹脂成型部が、光学ガラ
ス２１１ｇと光学ガラス２１１ｇの周囲を覆った樹脂部材２１１ｎとを有しており、樹脂
部材２１１ｎと搬送ガイド２１８ａとの接合部は、樹脂部材２１１ｎと搬送ガイド２１８
ａとが嵌合する構造を有している。具体的には、樹脂部材２１１ｎが凸部２１１ｎ－１、
２１１ｎ－２を有しており、凸部２１１ｎ－１、２１１ｎ－２が搬送ガイド２１８ａの凹
部に嵌合する構造を有している。しかし、光学ガラス２１１ｇと樹脂部材２１１ｎとが嵌
合する構造は存在していない。
【００４９】
　一方、図８を参照すると、同様に、本発明の第２の実施形態に係るガラス一体樹脂成型
部は、光学ガラス２１１ｇｘと光学ガラス２１１ｇｘの周囲を覆った樹脂部材２１１ｎｘ
とを有しており、樹脂部材２１１ｎｘと搬送ガイド２１８ａとの接合部は、樹脂部材２１
１ｎｘと搬送ガイド２１８ａとが嵌合する構造を有している。具体的には、樹脂部材２１
１ｎｘが凸部２１１ｎｘ－１、２１１ｎｘ－２を有しており、凸部２１１ｎｘ－１、２１
１ｎｘ－２が搬送ガイド２１８ａの凹部に嵌合する構造を有している。
【００５０】
　さらに、本発明の第２の実施形態において、樹脂部材２１１ｎｘと光学ガラス２１１ｇ
ｘとの接合部は、樹脂部材２１１ｎｘと光学ガラス２１１ｇｘとが嵌合する構造を有して
いる。具体的には、樹脂部材２１１ｎｘが凸部を有しており、凸部２１１ｇｘ－１、２１
１ｇｘ－２が光学ガラス２１１ｇｘの凹部２１１ｇｘ－１、２１１ｇｘ－２に嵌合する構
造を有している。成型工程においては、光学ガラス２１１ｇｘに凹部２１１ｇｘ－１、２
１１ｇｘ－２が施された上で、樹脂部材２１１ｎｘと光学ガラス２１１ｇｘとが一体成型
される。
【００５１】
　かかる構成により、光学ガラス２１１ｇｘと樹脂部材２１１ｎｘとの接合強度をより向
上させることが可能となる。また、かかる構成により、反射センサ２１１の密閉性をより
向上させることが可能となり、例えば、紙粉などの粒子がセンサ内部に混入することを防
止することが可能となる。また、紙幣に関するデータを検出するに際して光学検出性能の
低下を防ぐことが可能となる。
【００５２】
　以上、本発明の第２の実施形態について説明した。
【００５３】
［第３の実施形態の説明］
　続いて、本発明の第３の実施形態について説明する。本発明の第３の実施形態は、本発
明の第１の実施形態とガラス一体樹脂成型部の構成が異なる。したがって、本発明の第３
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の実施形態においては、ガラス一体樹脂成型部の構成について主に説明する。図９は、第
３の実施形態に係るガラス一体樹脂成型部の構成例を示す図である。なお、ここでは、反
射センサ２１１のガラス一体樹脂成型部について主に説明するが、センサの種類は反射セ
ンサ２１１に限定されない。
【００５４】
　図９を参照すると、本発明の第３の実施形態においては、光学ガラス２１１ｇの端部（
例えば、光学ガラス２１１ｇの長手方向端部の片側）に白基準テープ２１１ｗが接着され
ている。また、反射センサ２１１は、白基準テープ２１１ｗを覆う保持部２１１ｖを備え
ている。成型工程においては、光学ガラス２１１ｇに白基準テープ２１１ｗが接着された
上で、樹脂部材２１１ｎと光学ガラス２１１ｇとが一体成型される。例えば、図９（ａ）
に示すように、保持部２１１ｖの端部は傾斜していてもよい。
【００５５】
　かかる構成により、白基準テープ２１１ｗを搬送面に露出させないようにすることが可
能である。また、かかる構成によれば、搬送面側から白基準テープ２１１ｗを貼り付けて
摩耗や汚れ付着を防止するための層を別途塗布するオーバーコートの工程を省略すること
ができるため、作業時間を短縮して製造効率を改善することが可能となる。
【００５６】
　以上、本発明の第３の実施形態について説明した。
【００５７】
［第４の実施形態の説明］
　続いて、本発明の第４の実施形態について説明する。本発明の第４の実施形態は、本発
明の第１の実施形態と磁気センサ２１４の構成が異なる。したがって、本発明の第４の実
施形態においては、磁気センサ２１４の構成について主に説明する。図１０は、第４の実
施形態に係る磁気センサ２１４の搬送面の例を示す図である。
【００５８】
　上記したように、磁気センサ２１４は、紙幣２５０の印刷に使用されたインクの磁気特
性を検出する。そこで、インクの磁気特性が磁気センサ２１４によって容易に検出される
ようにするため、磁気センサ２１４の内部素子を樹脂部材２１４ｎの搬送面に近づけるよ
うにするのがよい。具体的には、図１０に示したように、磁気センサ２１４の樹脂部材２
１４ｎは、搬送ガイド２１８ａの厚みよりも薄く形成された薄肉部２１４ｔを有するとよ
い。このようにすれば、薄肉部２１４ｔに磁気センサを直接取り付ければよいため、金属
製カバー２１４ｐを設けずに済み、部品点数の削減および組立手順の短縮が実現される。
【００５９】
　このような薄肉部２１４ｔを成型するためには、高流動性樹脂材料（例えば、流動性の
高い液晶ポリマー）を薄肉部２１４ｔとして用いるのが好適である。すなわち、樹脂部材
２１４ｎを構成する樹脂の種類のうち、少なくとも１種類は高流動性樹脂材料であるとよ
い。薄肉部２１４ｔの厚みは、例えば、０．２ｍｍ～０．５ｍｍであってもよい。高流動
性樹脂材料を薄肉部２１４ｔとして用いれば、薄肉部２１４ｔの厚みを０．２ｍｍ～０．
５ｍｍとすることも可能である。
【００６０】
　かかる構成によれば、磁気センサ２１４を配置する搬送ガイド２１８ａの高さ調節作業
を省略することが可能となり、製造上の効率化を実現することが可能となる。また、樹脂
部材２１４ｎが薄肉部２１４ｔを有することにより、磁気センサ２１４と搬送路２５１と
の距離を狭めることが可能となり、磁気特性の検出範囲を広げることが可能となる。
【００６１】
　上記したように、樹脂部材２１４ｎを構成する樹脂の種類のうち、少なくとも１種類は
高流動性樹脂材料であるとよいが、樹脂部材２１４ｎは、薄肉部２１４ｔとその他の部分
とにおいて異なる２種類以上の材料によって一体成型されてもよい。これにより、紙幣が
段差に衝突することによる搬送不良を解消することが可能となる。また、高流動性樹脂材
料は高価なことがよくあるため、その必要量を少なく抑えることによってコストを低減す
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【００６２】
　以上、本発明の第４の実施形態について説明した。
【００６３】
［変形例の説明］
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
発明はかかる例に限定されない。本発明の属する技術の分野における通常の知識を有する
者であれば、特許請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内において、各種の変更例ま
たは修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本発明の技術的
範囲に属するものと了解される。
【００６４】
　例えば、第２の実施形態においては、光学ガラスの端部に凹部を設けることによって樹
脂部材との接合強度の向上と密閉性確保との両方を実現する技術を説明した。しかし、光
学ガラスの端部に複数の穴状部を施した上で、光学ガラスと樹脂部材とを一体成型しても
よい。このように光学ガラスに複数の穴状部を施すようにしても、樹脂部材との接合強度
の向上と密閉性確保との両方を実現することが可能である。
【符号の説明】
【００６５】
　１０２　紙幣鑑別装置
　２０３、２０４、２０５、２０６　搬送ローラ
　２１０　反射センサ
　２１０ｇ、２１１ｇ、２１２ｇ、２１３ｇ　光学ガラス
　２１１　反射センサ
　２１２　透過センサ発光部
　２１３　透過センサ受光部
　２１４　磁気センサ
　２１７ａ、２１８ａ　搬送ガイド
　２１０ｎ、２１１ｎ、２１２ｎ、２１３ｎ、２１４ｎ　樹脂部材
　２１１ｗ　白基準テープ
　２１１ｖ　保持部
　２１４ｔ　薄肉部
　２５０　紙幣
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